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処理区 総収量 良果収量 良果率 一果重
(t/10a) (t/10a) (%) (g)

全株増枝 3.42 3.23 105 94.4 10.4
一部増枝 3.93 3.64 119 92.6 11.4
慣行 3.11 3.07 100 98.7 12.2

慣行と
の対比

処理区 総収量 良果収量 良果率 一果重
(t/10a) (t/10a) (%) (g)

全株増枝 15.51 14.13 104 91.1 13.3
一部増枝 16.30 14.78 108 90.7 13.7
慣行 15.19 13.65 100 89.9 14.0

慣行と
の対比

 

ミニトマトの増枝による初期増収技術を開発 

 
農業総合試験場東三河農業研究所 

 

１ 背景と目的 

本県のミニトマト生産では、７月～８月に定植し、９月から翌年７月頃まで収穫する

促成長期栽培が広く行われています。 

多くの場合、側枝は全て切除し、１株に１本の主枝のみ伸長させますが、現場では日

射量の多くなる１月以降に側枝を伸長（増枝）させ、収穫後半の増収を図る生産者が見

られます。 

この技術をヒントに、ミニトマトの販売単価の高い、11 月までの増収をねらい、生育

初期の増枝について検討しました。 

２ 試験内容 

ミニトマト（品種：MKS-T820）を８月 19 日に

ヤシガラ培地（98cm×20cm）に定植（培地に６

株植え、１条左右振り分け、2700 株/10a）し、

試験区として、全ての株を増枝する全株増枝

区、３株に１株の割合で増枝する一部増枝区、

増枝の処理を行わない慣行区の３つの処理区

を設置しました。増枝は、主枝第２果房直下の

側枝を伸長させ（図１）、側枝を第５果房まで収

穫しました。 

３ 試験結果 

各区とも主枝からの収穫開始は 10 月１日、増枝区側枝からの収穫は全株増枝区で 10

月 29 日、一部増枝区で 11 月１日となり、両区とも側枝からの収穫は１月 28 日に終了し

ました。11 月までの高単価期の良果 

収量は、慣行区に比べて全株増枝区

で５％、一部増枝区で19％多くなり、

全期間でも、全株増枝区で４％、一

部増枝区で８％多くなりました。一

果重は慣行区が最も重く、全株増枝

区が最も軽くなりました。良果率は、

各区とも概ね９割以上となりました

（表１、表２）。また、増枝をしたこ

とで、作業時間は増加するものの、

その分収入が増え、結果的に所得は

向上する見込みです。 

以上から、生育初期に３株に１株

の割合で増枝することにより、11 月

までの収量増につながる結果となり

ました。 

 主枝 

 主枝第２果房 

増枝用側枝 

図１ 増枝の方法 

表１ 高単価期の収量(10/1～11/30) 

表２ 全期間の収量（10/1～翌 4/28） 

主枝第１果房 
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本県産農産物の取扱市場における「物流の 2024 年問題」への対応状況 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 
「働き方改革関連法」の施行により、トラック運転手は 2024 年４月から時間外労働の上

限規制（休日を除く年 960 時間）と拘束時間の規制等が強化されたため、労働時間が短く

なることで輸送能力が不足して物流が停滞する「物流の 2024 年問題」（以下「2024 年問題」

という。）がクローズアップされています。農産物・食品流通はトラックによる輸送が 97％

となっており、特に生鮮食品の輸送では①手荷役作業が多い、②市場や物流センターでの

荷降ろしの待機時間が長い、③産地が消費地から遠く長距離輸送が多い、等の特徴があり

ます※。このため、農業分野においてはトラック運転手の拘束時間や移動距離の短縮によっ

て、①輸送能力の不足、②物流の停滞、③中継輸送（複数人での分担運行）によって輸送

時間が延長して農産物の品質が低下する、等が懸念されています。 

そこで、本県産農産物が出荷されている市場のうち、協力が得られた都内３市場、都外

２市場を本年４月から８月にかけて訪問し、①2024 年問題への対応状況、②市場での取組

課題、③本県産農産物の市場評価、について調査しました。 
  
※出典：「「物流 2024 年問題」への対応について」農林水産省大臣官房新事業・食品産業部食品流通課 

    （2024 年１月） 

 

１ 東京都内の事例 

  都内３市場の調査結果は下記のとおりで、本年４月以降の状況は、いずれの市場も

「2024 年問題」に関して特段の問題は起きていないこと、本県産農産物は 2024 年４月

以前と同様の評価であることが分かりました。 
 

  豊洲市場 豊島市場 北足立市場 

主な県産取扱 
品目（※） 

おおば、キャベツ、ほじそ キャベツ、おおば、ミニトマト キャベツ、ミニトマト、おおば 

2024 年問題 
への対応状況 

・ 2024 年４月以降に特段
の問題は起きていない。 

・早い段階で場内の物流改
善を進め、荷下ろしの待
機時間はほぼない状況で
ある。 

 

・2024 年４月以降に特段
の問題は起きていない。 

・2024 年４月以前から荷受
時間を産地ごとに異なる
時間帯としていたため、
荷下ろしの待機時間はほ
ぼない状況である。 

・ 2024 年４月以降に特段
の問題は起きていない。 

・１年前から荷下ろしの待
機時間短縮に取り組み、
荷受け担当者を搬入県ご
とに決め、作業効率を高
めた。 

市場での取組
課題 

・荷下ろしはトラック運転
手がフォークリフトで行
うが、一部産地はパレッ
ト積みで搬入されていな
い。手作業でパレットに
積んだ後、フォークリフ
トで所定の場所に置くた
め非効率となっている。 

・11(いちいち)型（寸法：
1.1m×1.1m）のレンタル
パレットによる出荷が増
えたため、返却のための
積み替え作業、保管場所
の確保が課題となってい
る。 

 

・レンタルパレットの返却
や保管の業務が増え、こ
れに係る経費も増えてい
る。 

 
 
 
 

本県産農産物 
の市場評価 

・荷物の搬入が従前より遅くなる状況は生じておらず、農産物の品質は 2024 年４月
以前と同様の評価である。 

・2024 年４月以降も、本県は東京から近い「近在産地」と認識されている。 

  ※取扱金額の上位３品目（出典：東京都中央卸売市場 令和５年市場統計情報） 
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荷下ろしの待機がほぼ発生していない豊洲市場  青果物流通で導入が進む 11型レンタルパレット 

 

２ 東京都外の事例 

  都外２市場の調査結果は以下のとおりで、本年４月以降の状況は、いずれの市場も  

東京都内の事例と同様、「2024 年問題」に関して特段の問題は起きていないこと、本県産

農産物は 2024 年４月以前と同様の評価であることが分かりました。 
 

  横浜市中央卸売市場 札幌市中央卸売市場 

主な県産取扱 
品目（※） 

キャベツ、おおば、ミニトマト キャベツ、おおば、ミニトマト 

2024 年問題 
への対応状況 

・ 2024 年４月以降に特段の
問題は起きていない。 

・早い段階で場内の物流改善
を進め、荷下ろしの待機時
間はほぼない状況である。 

・2024 年４月以降に特段の問題は起きていない。 
・荷受け作業の時間削減を図るため、パレットを 11 型
に規格統一する「パレット運用協議会」を設立し、各
運送会社が会員となっている（有料会員）。 

 

市場での取組 
課題 

・11 型のレンタルパレット
の保管場所確保が必要と
なっており、管理と返却の
業務が負担となっている。 

 
 
 
 
 
 

・フェリーや鉄道による長距離コンテナ輸送では、荷
下ろし後のパレットの回収方法などが課題である。 

・農産物の入荷は、夏季は道内各産地からのトラック
輸送、冬季は本県を含む道外からのフェリーや鉄道
によるコンテナ輸送が主となっている。 

【夏季】トラック輸送が主のため荷受けが分散され荷下ろしの待機時間

は問題になりにくい。 

【冬季】苫小牧港にフェリーが到着すると、港から市場に向けてトラック

輸送が一斉に開始され（多いときは１度に 50～60 台）、受付時間

が数分ずれると荷下ろしの待機時間に大きな差が出る。 

本県産農産物 
の市場評価 

・荷物の搬入が従前より遅くなる状況は生じておらず、農産物の品質は 2024 年４月
以前と同様の評価である。 

  ※取扱金額の上位３品目（出典：横浜市 令和５年市場年報、令和５年札幌市中央卸売市場年報） 

 

３ まとめ 

市場の 2024 年問題への対応としては、トラック運転手の滞在時間を減らすべく、荷下

ろしの待機時間の削減や荷受け時間の短縮に取り組まれており、一定の効果を上げてい

ました。また、京浜市場における本県産農産物の評価については、県内ＪＡが連携して

共同輸送する等に取り組んでいるため、本年４月以降も東京から近い「近在産地」と認

識されていました。東京都外（横浜市、札幌市）の市場においても、本県産農産物は本

年４月以前と同様の評価でした。 

以上のとおり、８月までの時点では本県産農産物の評価や輸送等について特段の課題

は確認できませんでしたが、11 月からは秋冬作の本格出荷が始まるため、引き続き関係

機関との連携を密にして 2024 年問題の情報収集に努めていきます。 
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愛知のふるさと食品コンテストの取組について 

 

食育消費流通課 

 

 愛知県では、県産農林水産物を活用した加工食品を新たに掘り起こし、農林水産物の利

用拡大と生産振興に資することを目的として、1998 年から「愛知のふるさと食品コンテス

ト」を毎年開催しています。 

 今年度は応募のあった 28 商品について、書類審査（技術又は製品の新規性、県産原料の

利用度、独創性、郷土色の豊かさ、包装デザイン、ネーミング、広告宣伝・販路開拓、価

格）と８月１日（木）に食味審査を行いました。 

 審査の結果、「岡崎おうはん焼鳥缶（しょうゆだれ味）」を最優秀賞（知事賞）、「Rize
ラ イ ズ

」

と「背徳のいか塩辛」を優秀賞（愛知食品産業振興協会会長賞）に決定しました。 

 なお、最優秀賞の商品を一般財団法人食品産業センターが主催する「優良ふるさと食品

中央コンクール」の愛知県代表として県から推薦しました。本県からの推薦賞品は、本コ

ンクールの最高賞である農林水産大臣賞を 1999 年以降で９回受賞しています。 

 

１ 最優秀賞（知事賞）の概要 

商品名 岡崎おうはん焼鳥缶（しょうゆだれ味） 
 

製造者 
株式会社太田商店（岡崎市） 

https://ohta-shouten.co.jp 

希望小売 

価格（税込） 
1,080 円/缶 （160g） 

販売店舗 

自社直売所（らんパーク）、JA 産直店舗、

観光みやげ店、道の駅、サービスエリア 

他 

主な原材料 
鶏肉（岡崎おうはん）、しょうゆ、砂糖類、

かつお節エキス 他 

商品の概要

・特徴 

・岡崎おうはん（2008 年に岡崎市内で国が育種改良した純国産鶏）を

100%使用。もも・むね・皮を甘辛醤油だれで味付け。 

・肉質はコクと弾力があり、１缶で大満足。 

・食べ方はそのままでも、親子丼、野菜炒め、麺類のトッピング等用途

は様々。 

審査講評 
・皮が柔らかく、くどくない味。味が全体にしっかりとしみている。 

・肉感があり、食感を楽しめる。 
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２ 優秀賞（愛知食品産業振興協会会長賞）の概要 

商品名 Rize
ラ イ ズ

 
 

製造者 
株式会社ideai

イ デ ア ！

（日進市） 

https://encoretsubaki.com 

希望小売 

価格（税込） 
600 円/本 （330mL） 

販売店舗 自社店舗（あんこ椿）他 

主な原材料 米麹、ホップ 

商品の概要

・特徴 

・ホップを使用したビアテイストアルコール飲料。 

・米麹とホップのみを使用しており、麦不使用のグルテンフリー。 

・甘くフルーティーな香りと、程良い酸味、ホップの苦みがさわやかに

広がる。 

審査講評 
・香りがさわやか。 

・口あたりがクリーミー。 

 

商品名 背徳のいか塩辛  

製造者 
山本水産株式会社（蒲郡市） 

http://www.yamasui.net 

希望小売 

価格（税込） 
1,700 円/瓶 （140ｇ） 

販売店舗 
自社店舗（味のヤマスイ）、通信販

売 

主な原材料 するめいか、食塩 

商品の概要

・特徴 

・肉厚で柔らかいと言われる、蒲郡するめいかを徹底的にトリミング 

し、食感の良い胴の部分を使用。 

・ワタと身の部分は塩の浸透圧と重力のみで脱水。 

・味付けは天然塩のみを使用。 

審査講評 
・味にコクがある。 

・原材料がいかだけとは思えない旨味。 

 

 2024 年度愛知のふるさと食品コンテストの他の出品商品については、愛知県公式 Web サ

イトに 10 月に掲載します。 

2023 年度の出品商品は（https://www.pref.aichi.jp/book/list/book164.html）に掲載

しています。 
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愛知県産ブランド米「愛ひとつぶ」について 

 
園芸農産課 

 
愛知県は、ＪＡあいち経済連等の農業団体や生産者と連携して、「愛ひとつぶブランド化

推進協議会」を設立し、愛知県の最上級ブランド米「愛ひとつぶ」のＰＲ活動に取り組ん

でいます。 

 

１ 「愛ひとつぶ」とは 

  近年、夏場の高温で米粒が白く濁る品質低下が問題となっ

ており、県農業総合試験場が猛暑でも品質が良く、美味しい

お米の品種「なつきらり」を 2017 年に開発しました。 

  「なつきらり」は、経営面積などの登録要件を満たした生

産者のみが栽培しており、この「なつきらり」のうち、厳し

い品質基準（農産物検査等級１等、玄米タンパク質含有率

6.4％以下）を満たしたお米が「愛ひとつぶ」となります。2020

年産から一般販売がスタートし、今年で５年目を迎えます。 

  「愛ひとつぶ」は、上品な甘みともっちりとした食感が特

徴です。 

  「愛ひとつぶ」のブランドマークは、日本の伝統的な水引

をイメージさせ、川の流れにも似た伸びやかなラインが県の

豊かな水源を象徴しています。 

 

２ 「愛ひとつぶ」の販売  

  2024 年産の新米は、８月 30 日から県内の量販店などで販売されています。 

（１）取扱予定店  

Ａコープ、ユニー、イオン、イトーヨーカドー、ヤマナカ、フィール、マックスバリュ、

平和堂、ドミー、コープあいち、西友、オークワ、サンヨネ、三河屋、スギ薬局、 

杏林堂、ベイシア、ＪＡ店舗（なお、取扱店舗は各スーパー等で決めています。） 

（２）販売形態 

ブランドマークの入った専用袋（２kg 精米、５kg 精米、２㎏無洗米、５㎏無洗米） 

店頭精米方式販売（ＪＡグリーンセンター等） 

 

３ 「愛ひとつぶ」のブランド化の取組 

  今年は「愛ひとつぶ」のテレビＣＭをリニューアルし、引き続き愛知県出身の俳優、

水野勝さんを起用して「愛ひとつぶ」の認知度向上に取り組んでいます（９月６日から

10 月末まで放映予定）。 

  その他、各種メディアへの露出、ＷＥＢページ（https://ai-hitotsubu.jp/）での情

報発信などを通じて「愛ひとつぶ」のＰＲを行っています。 

「愛ひとつぶ」の 
ブランドマーク 
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「第 10 回エンディング産業展」が開催されました 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 

2024 年８月 28 日（水）から 29 日（木）にかけて、東京ビッグサイトで「第 10 回エン

ディング産業展」（主催：東京博善株式会社）が開催されました。 

額葬儀、埋葬、供養・相続などの終活産業に関する祭壇や設備・備品・サービスが集ま

る日本最大の専門展を取材しましたので、その概要を紹介します。 

 

１ ニーズを取り入れたオリジナルデザイン祭壇 

株式会社フォーシーズンズ（神奈川県）は、オリジナルデザインの生花祭壇の設営、撤

収、生花商品の企画・制作を行っています。 

祭壇の展示では、最近のニーズに合わせてダリアやトルコキキョウなどを使用し、明る

い色や人気のある紫色を使用してシックな雰囲気を演出していました。また、夏の季節に

合わせてグリーンを取り入れた祭壇も目を引いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棺の配置も含めてデザインした祭壇 

紫色のダリアやトルコキキョウなどを使用したシックな雰囲気の祭壇 
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２ 生成ＡＩシステム「ＮＯＡ」によるＡＩ祭壇 

  abs 株式会社（埼玉県）は、主に冠婚葬祭業界における業務システムの開発・保守・運

用を行っており、大量の祭壇デザインデータを学習した生成ＡＩシステム「ＮＯＡ」

（URL:https://www.noa-ai.com/。10 月から一か月間無

料お試しを実施中です。）を使ってデザインされた祭壇

の展示が行われていました。 

 故人の趣味や花材の品種・色、洋風などの雰囲気を取

り入れて予算内に祭壇をデザインするためには、デザイ

ンに６時間程度かかります。葬儀までの準備時間が限ら

れるなか、多様化するニーズに対応するためには、デザ

インに係る時間の短縮が望まれており、生成ＡＩの力を

借りることで、祭壇のデザインに係る時間を６時間から

１分に短縮することができるようになりました。 

 今後、葬儀会社と祭壇制作会社が協力して生成 AI が

デザインした祭壇を実装していく予定です。また結婚式

場やイベント会場の装飾デザインなどにも応用してい

く見込みです。 

 

３ 染
そめ

菊
きく

を使用したボトルフラワー 

株式会社 Luna（東京都）は、ガラスボトルに染菊やバラなどの生花を使用して職人がデ

ザインしたボトルフラワーなどを展示していました。なお、同社の加工場は九州にあり、

熊本県産の染菊を使用しているそうです。また、ボトルフラワーは、ドライフラワーには

ないナチュラルな色で長期間飾ることができます。仏壇用や母の日などのギフト用だけで

なく、本当は生花を飾りたいけど飾れない人にも需要があるそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回紹介した展示事例から、葬儀用の花の色、種類が益々多様化していくことが予想さ

れます。花き国内消費額の内、葬儀用の割合は 15.3％を占めており、全国一の花きの生産

を誇る本県の各産地の販売戦略に影響を与える可能性があると感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度の花き年間国内消費額（参考：令和６年「花きの現状について」農林水産省) 

項目 消費額（億円） 割合（％） 

個人消費 8,813 78.0 

葬儀用 1,727 15.3 

婚礼用 372 3.3 

稽古用 392 3.4 

合計 11,304 100.0 

ボトルフラワーによる仏壇の装飾 染菊を使用したボトルフラワー 

ＡＩがデザインした祭壇 
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　○　名古屋市中央卸売市場（品目：次郎柿）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2023年実績 ３７６ １０４ ２８４ ３７８ 三重（７２％）

（２８％） 愛知（２８％）

2024年見通し ４００ － ２８０ － ―

　○　東京都中央卸売市場（品目：次郎柿）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2023年実績 １,５９７ １,３７５ ３４１ ３３６ 愛知（８６％）

（８６％） 静岡（１３％）

2024年見通し １,７００ － ３４０ － 岐阜（１％）

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

　愛知を中心に静岡などから入荷する。愛知は
夏季の高温により日焼け果が散見される。出荷
量は裏年だった前年をかなり上回る見込みとな
る。
【見通し】
入荷量：前年をかなり上回る。(6.4％)
価　格：前年並。（△0.3％）

  「りんご」「みかん」「なし」などが競合する時
期にあたる。今年は夏季の高温、カメムシによる被
害の影響により、全国的に入荷量が少ない中での販
売となる。売り場を確保するためにも、スタートか
ら積極的な販売を仕掛けていく。
　日焼け果など、軟化玉が懸念されるので、選果選
別の徹底をお願いしたい。

前年主要産地

卸売市場から産地への要望・提言等概要と見通し

　愛知、三重を中心に入荷する。各産地、夏場
の高温による着色遅れ等の高温障害のほか、カ
メムシによる被害が懸念される。入荷量は平年
を大きく下回った前年より多いものの平年をか
なり下回る見込み。
【見通し】
入荷量：前年をかなり上回る。(6.4%)
価　格：前年並。(△1.4%)

　本県には近隣の和歌山や岐阜から柿の入荷があ
り、次郎柿の消費が弱いイメージであるが、消費者
の嗜好の変化をとらえて需要の掘り起こしをしてい
きたい。産地や行政と連携して県内での消費宣伝活
動をしていきたい。

愛知産青果物の動向

　「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表す用語』
につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並　：±１％台以下
わずか　：±２％台以内
や　や  ：±３～５％台
かなり　：±６～15％台
大　幅  ：±１６％以上

前年主要産地
うち愛知産 愛知産

うち愛知産 愛知産
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名古屋・東京市場における青果物の１０月の見通し

９月１２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３６，８５３ 206 192 185 北海道 40%

2020年 ４１，８１１ 220 205 192 長野 23%

2021年 ４１，０１８ 208 177 181 茨城 8%

2022年 ３８，３８６ 228 225 206 群馬 8%

2023年 ３４，８２４ 262 259 265 青森 5%

５ ヵ 年 平 均 ３８，５７８ － － －

2024年見通し ３５，１００ － － －

2019年 ２，１５２ 92 79 86 青森 58%

2020年 ２，３２１ 118 96 98 北海道 17%

2021年 ２，４５１ 125 84 91 愛知 9%

2022年 ２，２４７ 137 118 93 新潟 6%

2023年 １，７０５ 160 167 125 千葉 5%

５ ヵ 年 平 均 ２，１７５ 124 106 97

2024年見通し １，８００ 120 120 120

2019年 ２，４６４ 116 104 93 北海道 95%

2020年 ２，６６３ 127 131 113 青森 3%

2021年 ２，７７９ 93 85 80

2022年 ２，４３１ 174 187 157

2023年 ２，２４８ 212 236 218

５ ヵ 年 平 均 ２，５１７ 138 144 129

2024年見通し ２，３００ 170 180 190
に
　
ん
　
じ
　
ん

１０２

１２６

８５

１７０

２０８

１８０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

１３５

【産地状況】
　７、８月の高温の影響で生育はやや不良
だが、気温が下がれば品質は回復する見込
み。L、M中心。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに上回る。(2.3%)
価　格：高値だった前年をかなり下回る。
(△13.5%）

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　７、８月の播種のものが高温や台風の影
響により、数量は平年より少ない見込み。
青森、北海道は10月いっぱいで終了する。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや上回る。(5.6%)
価　格：高値だった前年を大幅に下回る。
(△18.4%)

だ
　
い
　
こ
　
ん

８４

１０２

９９

１１３

１４７

１０７

１２０

前年主要産地（％）

２１４

２３１
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

【産地状況】
　北海道、長野を中心に入荷する。多くの
品目で、夏場の高温や干ばつの影響を受
け、入荷量は平年より少なくなる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.8%)
価　格：前年をかなり下回る。(△11.4%)

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１９５

２０７

１８９

２２０

２６１

名古屋市中央卸売市場
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注）

９月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １３５，００７ 227 207 218 北海道 25%

2020年 １３６，９９６ 260 242 233 長野 16%

2021年 １２９，０２６ 232 199 204 茨城 14%

2022年 １２６，５４６ 257 247 237 群馬 12%

2023年 １１４，６８５ 309 321 296 千葉 9%

５ ヵ 年 平 均 １２８，４５２ － － －

2024年見通し １２０，０００ － － －

2019年 １１，１５５ 89 73 82 千葉 34%

2020年 １１，５５０ 116 94 85 青森 30%

2021年 １０，６２９ 118 78 82 北海道 23%

2022年 １１，４９９ 127 106 76 茨城 5%

2023年 １０，０３２ 154 149 111 神奈川 5%

５ ヵ 年 平 均 １０，９７３ 120 99 87

2024年見通し １０，０００ 140 125 125

2019年 ８，３０６ 112 110 104 北海道 89%

2020年 ９，１７７ 128 125 123 中国 5%

2021年 ９，０１０ 88 70 72 青森 3%

2022年 ７，５０６ 172 179 169 千葉 3%

2023年 ６，８１３ 212 224 214

５ ヵ 年 平 均 ８，１６２ 138 136 132

2024年見通し ６，９００ 135 135 135

【産地状況】
　これまでの猛暑がおさまり生育に適した気
候となるため、中旬以降にキャベツ、トマト
等の一部品目の入荷量が増える見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや上回る｡（4.6%）
価　格：前年をかなり下回る。（△9.1%）

【産地状況】
　千葉、青森等を中心に入荷する。北海道産
の出荷終了と千葉・茨城産の出荷開始が例年
より早くなる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。（△0.3％）
価　格：前年をやや下回る｡（△3.7％）

【産地状況】
　北海道を中心に入荷する。Ｍサイズ中心と
なるが、生育に適した気候となるため、Ｌサ
イズも増え、正品率も上がる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。（1.3%）
価　格：前年を大幅に下回る。（△37.8%）

３０８

 前年及び本年の

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２１７

２４５

２１１

２４６

前年主要産地（％）
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１３５

１００

１３０

２４４

２８０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

に
　
ん
　
じ
　
ん

１０８

１２５

７６

１７３

２１７

１３５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１３５

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

東京都中央卸売市場
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９月１２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ４，７６５ 65 51 56 長野 97%

2020年 ６，０２６ 81 63 59 茨城 2%

2021年 ５，５０９ 91 53 50 山梨 1%

2022年 ５，０８９ 84 96 74

2023年 ４，３１９ 99 126 96

５ ヵ 年 平 均 ５，１４２ 83 76 66

2024年見通し ４，５００ 80 80 80

2019年 ４，８０４ 87 83 61 群馬 49%

2020年 ５，１５４ 95 95 76 長野 25%

2021年 ５，３８８ 97 77 77 愛知 10%

2022年 ４，９１３ 87 81 87 茨城 8%

2023年 ４，４１０ 115 111 116 北海道 7%

５ ヵ 年 平 均 ４，９３４ 96 89 82

2024年見通し ４，５００ 90 90 90

2019年 ２６８ 679 632 687 岐阜 71%

2020年 ２５０ 813 729 731 愛知 9%

2021年 ３２０ 651 538 586 茨城 7%

2022年 ２３６ 915 763 686 長野 6%

2023年 ２１１ 971 856 743 群馬 3%

５ ヵ 年 平 均 ２５７ 775 685 684

2024年見通し ２２０ 900 850 800

５８５

７６５

８３５

７１０

 入荷量・価格の動き

【産地状況】
　高冷地(群馬・長野)は、10月中旬まで多
い入荷見込み。平坦地(愛知・茨城)は10月
下旬のスタート予想。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに上回る。(2.0%)
価　格：高値だった前年を大幅に下回る。
(△20.4%)

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　量販店の売場も広がり消費増える。月末
から茨城産がスタートする見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや上回る。(4.2%)
価　格：高値だった前年を大幅に下回る。
(△25.2%)

５７

６７

６０

８４

１０７

７４

８０

 前年及び本年の

８５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　高温の影響により入荷量は不安定となる
見通し。愛知等の平坦地の入荷は遅れる見
込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや上回る。(4.3%)
価　格：高値だった前年並。(1.8%)

ほ
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ん
　
そ
　
う
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品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し
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 前年及び本年の
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９月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １７，５２３ 66 56 52 長野 84%

2020年 １８，６９１ 87 65 53 茨城 10%

2021年 １５，２８８ 96 56 51 群馬 3%

2022年 １５，１１７ 81 92 64 北海道 2%

2023年 １３，９２８ 107 129 89 岩手 1%

５ ヵ 年 平 均 １６，１０９ 86 77 61

2024年見通し １４，０００ 130 100 100

2019年 １７，５６８ 82 78 63 群馬 60%

2020年 １７，７５５ 99 99 74 千葉 13%

2021年 １７，０６９ 93 68 69 岩手 10%

2022年 １７，２８５ 78 72 75 長野 7%

2023年 １５，０７９ 119 118 116 茨城 7%

５ ヵ 年 平 均 １６，９５１ 94 86 78

2024年見通し １６，０００ 90 80 100

2019年 １，２８４ 569 512 626 群馬 47%

2020年 １，３２２ 702 580 610 茨城 20%

2021年 １，４５９ 515 418 578 栃木 15%

2022年 １，３５１ 708 597 555 岩手 3%

2023年 １，２３０ 880 754 562 岐阜 3%

５ ヵ 年 平 均 １，３２９ 669 567 586

2024年見通し １，２５０ 640 580 580

【産地状況】
　長野を中心に入荷する。長野産は生育が前
進傾向で、中旬がピークとなる。茨城産の数
量は増えず、横ばいの見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。（0.5%）
価　格：前年並。（1.9%）

【産地状況】
　群馬を中心に入荷する。群馬産はシーズン
終盤で漸減するが、岩手産が中下旬に一時的
に増加、千葉産の数量は前年並を見込む。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり上回る。（6.1%）
価　格：前年を大幅に下回る｡（△23.7%）

【産地状況】
　群馬、茨城等を中心に入荷する。数量は、
群馬産は中旬から、茨城産は中下旬から増え
る見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。（1.6%）
価　格：前年をかなり下回る。（△12.5%）

７７

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き
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６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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９月１２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １，０８３ 394 396 395 北海道 43%

2020年 １，１５５ 474 455 437 長野 27%

2021年 １，２６６ 368 311 321 中国 5%

2022年 １，２１４ 440 428 373 茨城 5%

2023年 ９４１ 574 572 502 富山 4%

５ ヵ 年 平 均 １，１３２ 441 425 400

2024年見通し １，２００ 420 400 380

2019年 ２，１１８ 134 148 216 茨城 52%

2020年 ２，３８０ 152 154 152 長野 42%

2021年 ２，５１２ 145 97 144 群馬 2%

2022年 ２，０９６ 205 209 237 愛知 1%

2023年 １，８７４ 210 270 233 兵庫 1%

５ ヵ 年 平 均 ２，１９６ 166 168 193

2024年見通し １，８００ 200 200 200

2019年 １，１５１ 259 304 466 群馬 43%

2020年 １，２２２ 425 425 509 長野 19%

2021年 １，２１３ 254 247 432 山梨 13%

2022年 １，０６４ 367 403 462 北海道 7%

2023年 ９８９ 438 565 418 宮崎 6%

５ ヵ 年 平 均 １，１２８ 342 380 458

2024年見通し １，０００ 460 450 420
き
　
ゅ
　
う
　
り

３３０

４５０

２９９

４０８

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　作柄良好。北海道が中旬で終了し、群
馬、長野、山梨が中心の販売となる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(1.1％)
価　格：高値だった前年をやや下回る。
(△5.7%)
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４７０

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　各産地順調な出荷予想。北海道、長野は
平年並の安定した入荷の見込み。愛知は月
末から越津ねぎが出始めるが、生産減。
【概況見通し】
入荷量：前年を大幅に上回る。(27.5%)
価　格：高値だった前年を大幅に下回る。
(△26.6%)

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　長野は切り上がりが早い見込み。茨城は
平年並の出荷となるが、出始めは品質が悪
いことが予想される。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△3.9%)
価　格：高値だった前年をかなり下回る。
(△15.3%)
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９月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ５，５９６ 370 386 380 北海道 21%

2020年 ５，９２４ 486 452 399 青森 18%

2021年 ５，２８１ 325 283 311 秋田 15%

2022年 ５，７４５ 325 283 311 茨城 8%

2023年 ４，５９８ 698 670 516 栃木 7%

５ ヵ 年 平 均 ５，４２９ 433 407 379

2024年見通し ４，６００ 430 400 430

2019年 ８，１３９ 123 134 191 茨城 62%

2020年 ８，４４４ 145 141 150 長野 24%

2021年 ８，７９２ 148 113 135 群馬 7%

2022年 ８，０４８ 191 188 233 栃木 4%

2023年 ８，１１３ 190 247 223 長崎 1%

５ ヵ 年 平 均 ８，３０７ 159 164 185

2024年見通し ８，２００ 190 230 210

2019年 ６，１１９ 235 292 440 群馬 31%

2020年 ５，５０５ 398 407 468 埼玉 25%

2021年 ５，７６７ 222 217 394 福島 11%

2022年 ５，１６８ 321 363 426 茨城 9%

2023年 ５，１０９ 423 518 383 宮城 5%

５ ヵ 年 平 均 ５，５３４ 316 354 423

2024年見通し ５，１００ 430 400 370

２１９

１６９

４００
 前年及び本年の

４３８

３５８

【産地状況】
　群馬、埼玉等を中心に入荷する。上旬に東
北産が終了し、関東産のみとなるが、中旬か
ら西南暖地産の入荷が始まる。
【概況見通し】
入荷量：前年並｡（△0.2%)
価　格：前年をかなり下回る｡（△8.7%）

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

【産地状況】
　北海道、青森等を中心に入荷する。昨年の
ような高温障害はなく、一部産地で降雨によ
る傷みがみられるが、生育は概ね順調。
【概況見通し】
入荷量：前年並。（0.0%）
価　格：前年を大幅に下回る。（△32.0%）
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　茨城を中心に入荷する。茨城産は生育順調
で中旬から本格出荷となり、順調な入荷を見
込む。長野産は前年をやや上回る見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。（1.1%）
価　格：前年をやや下回る。（△4.1%)
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９月１２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ７４０ 308 301 357 熊本 33%

2020年 ６０４ 411 374 397 愛知 32%

2021年 ７０９ 292 230 318 山梨 17%

2022年 ５６７ 400 384 374 徳島 7%

2023年 ６０９ 376 395 407 群馬 5%

５ ヵ 年 平 均 ６４６ 350 330 371

2024年見通し ５８０ 370 370 370

2019年 １，１４５ 588 399 373 岐阜 51%

2020年 ９４６ 563 525 494 愛知 17%

2021年 １，２０９ 421 316 364 熊本 16%

2022年 ９５２ 553 556 532 三重 6%

2023年 ６８３ 691 972 724 大分 4%

５ ヵ 年 平 均 ９８７ 550 486 486

2024年見通し ７００ 700 700 700

2019年 ５０３ 1,013 918 707 熊本 41%

2020年 ４８０ 953 1,083 949 愛知 23%

2021年 ５５８ 959 743 571 北海道 22%

2022年 ５０７ 975 922 904 茨城 7%

2023年 ３６８ 1,285 1,273 1,229 長野 2%

５ ヵ 年 平 均 ４８３ 1,022 948 851

2024年見通し ４５０ 950 950 950

品
目
名

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 入荷量・価格の動き

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　夏秋作は８、９月の高温の影響により小
玉傾向。下旬から入荷する冬春作も夏場の
高温により着花不良のため、出荷量は不足
する。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに上回る。(2.5%)
価　格：高値だった前年をかなり下回る。
(△9.7%)
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５３０

３５９

５４８

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　北海道はピークを越え、徐々に減少。熊
本、愛知は８月の高温の影響を受け、低段
の着花が悪く、10月中の数量は少ない見込
み。
【概況見通し】
入荷量：前年を大幅に上回る。(22.3%)
価　格：高値だった前年を大幅に下回る。
(△24.5%)
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　熊本は中旬から本格的な出荷となる。愛
知は冬春産地の定植が遅れており、10月頃
不足気味になる。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△4.8%)
価　格：前年をやや下回る。(△5.6%)
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９月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３，５１１ 302 309 374 高知 35%

2020年 ３，１５８ 411 402 419 群馬 21%

2021年 ３，５８２ 269 233 329 栃木 16%

2022年 ３，０６５ 269 233 329 茨城 13%

2023年 ３，１９０ 359 399 364 福岡 5%

５ ヵ 年 平 均 ３，３０１ 320 314 363

2024年見通し ３，２００ 350 380 380

2019年 ５，９６３ 555 389 408 千葉 18%

2020年 ４，９３３ 585 544 537 熊本 16%

2021年 ５，８２５ 434 367 396 福島 12%

2022年 ５，０５６ 516 530 551 茨城 10%

2023年 ３，２２６ 726 1,060 819 北海道 9%

５ ヵ 年 平 均 ５，００１ 547 530 513

2024年見通し ３，８００ 650 620 680

2019年 １，９３８ 1,017 863 715 熊本 24%

2020年 １，７１１ 951 1,046 928 千葉 17%

2021年 ２，０５８ 900 729 564 茨城 13%

2022年 １，７９７ 921 907 893 北海道 10%

2023年 １，４０４ 1,186 1,180 1,173 愛知 10%

５ ヵ 年 平 均 １，７８２ 985 926 829

2024年見通し １，４００ 1,100 1,100 1,100

【産地状況】
　熊本、千葉等を中心に入荷する。越冬作の
入荷が開始する一方、夏秋作と抑制作は終盤
に向かう。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.3%)
価　格：前年をかなり下回る。(△6.8%)
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【産地状況】
　千葉、熊本等を中心に入荷する。夏秋産地
は昨年より残量は多いが、下旬には終了。中
旬以降は本県、栃木等の後続産地が出揃う。
【概況見通し】
入荷量：前年を大幅に上回る。（17.8%）
価　格：前年を大幅に下回る。（△23.0%）

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　高知、群馬等を中心に入荷する。入荷量は、
高知産は生育順調で昨年よりやや多い、群馬
産は前年並を見込む。
【概況見通し】
入荷量：前年並。（0.3%）
価　格：前年並。（△0.8%）
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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前年主要産地（％）　　　区分
実績
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９月１２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ５２５ 428 400 393 茨城 48%

2020年 ４０４ 586 636 601 北海道 15%

2021年 ４７４ 389 304 288 高知 12%

2022年 ４８５ 421 421 506 青森 8%

2023年 ３７２ 657 682 707 鹿児島 7%

５ ヵ 年 平 均 ４５２ 487 469 488

2024年見通し ３５０ 600 600 600

2019年 ２，５８６ 84 85 84 北海道 100%

2020年 ３，３３９ 112 118 117

2021年 ２，３７６ 178 169 179

2022年 ２，５６９ 108 108 106

2023年 ２，４０８ 129 131 133

５ ヵ 年 平 均 ２，６５６ 120 122 121

2024年見通し ２，５００ 140 140 140

2019年 ５，６８４ 75 79 75 北海道 97%

2020年 ７，２２５ 74 73 70 兵庫 2%

2021年 ６，８４８ 102 109 116 中国 1%

2022年 ６，７３１ 102 100 92

2023年 ６，７６６ 102 106 125

５ ヵ 年 平 均 ６，６５１ 91 95 94

2024年見通し ６，２００ 100 100 100

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１０９

１３１

１２２

 前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

６７２

４６３  前年及び本年の

６００

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

【産地状況】
　干ばつの影響があったものの生育良好。L
大～L中心に入荷。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△8.4%)
価　格：高値だった前年をかなり下回る。
（△7.4%)

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７５

７２

１０９

９６

１０８

９２

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　小玉傾向であるが、安定した入荷を見込
む。L中心のLMでの入荷。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや上回る。(3.8%)
価　格：前年をかなり上回る。(6.9%)

ば
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ょ

８５

１１６

１７６

５９９

２９９

４２６

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　茨城は高温の影響で平年より少ない入荷
予想。中旬から下旬にかけて冬春ものの出
荷が始まり、単価は落ち着いてくる見込
み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△5.9%)
価　格：高値だった前年をかなり下回る。
(△10.7%)
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９月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ２，２１１ 367 350 378 茨城 61%

2020年 １，８９８ 539 576 566 岩手 20%

2021年 ２，４６５ 300 213 254 福島 6%

2022年 ２，１１９ 313 349 437 高知 5%

2023年 １，９３４ 597 569 653 青森 3%

５ ヵ 年 平 均 ２，１２５ 413 398 445

2024年見通し １，９００ 570 540 540

2019年 ７，６５１ 91 92 91 北海道 100%

2020年 ８，５０６ 121 124 131

2021年 ６，０４７ 183 180 179

2022年 ７，２５７ 116 108 106

2023年 ６，７３３ 127 127 129

５ ヵ 年 平 均 ７，２３９ 125 124 125

2024年見通し ６，８００ 110 110 110

2019年 ９，７５５ 81 82 81 北海道 97%

2020年 １０，４９６ 78 76 76 中国 3%

2021年 ８，８４４ 112 120 125 兵庫 1%

2022年 ９，４６２ 108 104 101

2023年 ８，８５６ 113 123 145

５ ヵ 年 平 均 ９，４８３ 97 100 104

2024年見通し ９，５００ 95 100 100

【産地状況】
　北海道を中心に入荷する。北海道産の生育
は概ね良好で潤沢な入荷となる。入荷サイズ
はＬ大中心となる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり上回る。（7.3%）
価　格：前年を大幅に下回る。（△22.8%）

 前年及び本年の

５５０

６０８

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３６６

５５９

２５５

３６６

４１９

【産地状況】
　茨城を中心に入荷する。猛暑の影響が残
り、入荷量は前年並で高値基調となる見込
み。中旬以降は西南暖地産が増える。
【概況見通し】
入荷量：前年並｡（△1.8%）
価　格：前年をかなり下回る。（△9.5%）

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

８１

７７

１１９

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

９２

１２５

１８１

１０９

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

１２８

１２５

 前年及び本年の

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　北海道を中心に入荷する。高温等により生
育は前進傾向。入荷サイズは９月より若干大
玉となりＬ中心を見込む。
【概況見通し】
入荷量：前年並。（1.0%）
価　格：前年をかなり下回る。（△14.1%）

品
目
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　　　区分
実績
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９月１２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １０，０７８ 369 331 306 和歌山 18%

2020年 １０，６２４ 408 348 334 フィリピン 15%

2021年 ９，９２９ 421 359 352 長野 15%

2022年 １０，９１３ 423 361 347 三重 11%

2023年 ９，８１３ 466 442 422 熊本 9%

５ ヵ 年 平 均 １０，２７１ － － －

2024年見通し ９，３００ － － －

2019年 ２，９８１ 224 187 148 三重 33%

2020年 ３，２５７ 273 251 254 熊本 24%

2021年 ３，２２９ 240 225 234 和歌山 17%

2022年 ２，８７５ 282 273 261 静岡 16%

2023年 ３，０９４ 306 308 308 愛知 6%

５ ヵ 年 平 均 ３，０８７ 265 249 241

2024年見通し ２，７００ 320 320 320

2019年 １，９１３ 272 235 244 和歌山 80%

2020年 １，９７０ 298 262 294 岐阜 8%

2021年 １，６３６ 302 296 323 愛知 6%

2022年 ２，０２２ 323 272 272 三重 5%

2023年 １，５８２ 337 325 347 奈良 1%

５ ヵ 年 平 均 １，８２５ 306 276 293

2024年見通し １，４００ 330 320 320

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　みかん、りんご、かきなどが主な品目と
なる。りんごの入荷は前年を上回るものの
猛暑により平年をかなり下回る。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△5.2%)
価　格：高値だった前年をかなり下回る。
(△6.8%)

果
　
　
実
　
　
計

３２９

３５９

３７２

３６９

４４０

３７３

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　日焼け果、カメムシ、小玉傾向の影響で
極早生の生産量はかなり少ない見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△12.7%)
価　格：高値だった前年並。(2.0%)

み
　
　
か
　
　
ん

２４３

２５６

２３０

２７０

３０４

２６０

 前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　和歌山は数量減の見込み。岐阜、愛知、
三重は前年並かやや増える見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△11.5%)
価　格：前年並。(△0.6%)
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３３２
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名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場

注：前年の４～７月、本年の５～７月は入荷なしにつき単価を0円/kgで表記
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９月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ４０，３８９ 372 331 308 和歌山 18%

2020年 ４０，５６２ 419 358 350 青森 10%

2021年 ３５，９１７ 428 376 378 熊本 9%

2022年 ４０，００９ 424 379 357 長野 8%

2023年 ３５，７２０ 492 453 451 愛媛 7%

５ヵ年平均 ３８，５１９ － － －

2024年見通し ３５，０００ － － －

2019年 １１，６９１ 238 221 209 熊本 27%

2020年 １２，１８５ 253 232 241 愛媛 21%

2021年 １１，４８６ 208 198 222 長崎 20%

2022年 １０，６７４ 252 239 248 佐賀 14%

2023年 １１，５８６ 274 272 298 和歌山 13%

５ヵ年平均 １１，５２４ 245 232 243

2024年見通し １１，０００ 280 280 300

2019年 ８，４１０ 266 231 245 和歌山 54%

2020年 ８，７１０ 289 269 311 奈良 24%

2021年 ８，００３ 299 291 330 愛知 7%

2022年 １０，２６８ 300 265 263 新潟 5%

2023年 ９，０４５ 337 307 348 福岡 3%

５ヵ年平均 ８，８８７ 299 273 298

2024年見通し ９，５００ 340 310 350

 前年及び本年の

３３３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　和歌山、奈良から刀根早生、平核無を中
心に入荷する。日焼け果やカメムシ害によ
る品質への影響が見込まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや上回る。(5.0%)
価　格：前年並。(0.6%)

か
　
　
　
き

２４７

２９０

３０５

２７２

３３１

２８９

 前年及び本年の

２８７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　熊本、愛媛、長崎などから極早生中心に
入荷する。極早生は高温、干ばつの影響に
より数量減で小玉傾向の見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△5.1%)
価　格：前年並。(1.8%)

み
　
　
か
　
　
ん

２２１

２４２

２１０

２４６

２８２

２４０

３８９  前年及び本年の

４７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　みかん、かき、りんごを中心に入荷す
る。りんごは品質、数量共に順調。なしは
引き合い強く単価高となる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.0%)
価　格：前年並。(1.3%)

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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切　花　・　鉢　花　の　１　０　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１０月１日現在）

2019年 １，２３２ ５７
実 2020年 １，２３０ ５０

2021年 １，２５０ ５５
績 2022年 ９９４ ６６

2023年 １，０２５ ７１

１，１４６ ５９

１，０００ ７０

概
　
要

2019年 ６１０ ３２
実 2020年 ６２１ ３８

2021年 ６３０ ３８
績 2022年 ６４８ ４８

2023年 ５３２ ４２

６０８ ４０

５５０ ４０

概
　
要

2019年 １，１２４ ４３
実 2020年 ９３８ ４６

2021年 １，１００ ４５
績 2022年 ９９４ ５４

2023年 ９３８ ６０

１，０１９ ４９

１，０００ ５５

概
　
要

2019年 ８５ １４６
実 2020年 １０２ １３３

2021年 ９０ １４０
績 2022年 １０３ １７０

2023年 ８６ １９１

９３ １５６

９０ １７０

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知、長野を中心に入荷。上旬から中旬にかけて全体的に入荷量は少なめ。下旬から

は徐々に入荷量も安定する見込み。

　　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

５ヵ年平均

2024年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野、愛知、輸入を中心に入荷。夜温の低下とともに長野産は落ち着いてくるが、愛
知産は若干の遅れがみられる。暖地、高冷地の端境でリレーがうまくいかず、輸入の補
足が必要になる場面もありうる。

５ヵ年平均

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、長野中心に入荷。夏場からの暑さ、9月の残暑の影響もあり、品質、入荷量は月
を通して不安定となる見込み。

５ヵ年平均

2024年見通し

2024年見通し

　福島、長野から入荷となる。気温の低下に伴い、入荷量は減少する見込み。中下旬か
ら熊本、和歌山の出荷も始まる見込み。

単位：千本、円／本
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2019年 ２９３ １６１
実 2020年 ２５６ １８２

2021年 ２８０ １７５
績 2022年 ２１３ ２０９

2023年 ２２７ ２２５

２５４ １８８

２３５ ２００

概
　
要

2019年 ４０６ ７３
実 2020年 ２９８ １００

2021年 ３５０ ８０
績 2022年 ２９２ １２３

2023年 ３５９ １１５

３４１ ９７

３４０ １００

概
　
要

2019年 ６８２ ７３
実 2020年 ６６２ ８０

2021年 ６８０ ８０
績 2022年 ７１６ ９８

2023年 ６９８ ９４

６８８ ８５

７００ ８５

概
　
要

2019年 １，２８１ ５３
実 2020年 １，１９８ ５６

2021年 １，２００ ５５
績 2022年 １，２９０ ６４

2023年 １，２６５ ６３

１，２４７ ５８

１，２７０ ６０

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

2024年見通し

　オリエンタルユリは新潟、埼玉、岐阜、愛知、高知、宮崎、北海道から入荷となり、
中下旬から西南暖地の出荷もまとまってきそう。LA,鉄砲ユリは中旬以降西南暖地が増え
ていく。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2024年見通し

　愛知、岐阜、三重、山形、輸入が入荷する。近県、暖地の荷物の花丈も伸びて、ヘッ
ドサイズも徐々に回復し、入荷量も徐々に増えてくる。全体としては平年並の予想。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2024年見通し

　紅葉と実もののシーズンとなるが、高温のため色づきが悪く、出荷が遅れ気味。コッ
トンフラワーなどの入荷も始まり、クリスマス花材なども早めの入荷となる見通し。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　愛知、静岡、鹿児島、輸入が入荷する。コチョウランは国内産がやや減少していき、
月を通して微減。カトレアは微増の見通し。デンファレはピンク(アンナ)を中心に増
加。オンシジウムはハニーエンジェル中心に上位等級が減って、下位等級が増える見込
み。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　９月２３日現在）

2019年 １５，４３０ ８３１

実 2020年 ２５，１９１ ７６４

2021年 １８，０２８ １，１２３

績 2022年 ２０，２２３ １，０６９

2023年 １９，０２３ ９０５

１９，５７９ ９３１

１９，０００ ９００

概
　
要

2019年 ３４，３４７ ４２１

実 2020年 ３４，３２２ ４３７

2021年 ３２，９５６ ４４９

績 2022年 ３０，７７３ ４８５

2023年 ２５，６７９ ４４８

３１，６１５ ４４７

２５，０００ ４５０

概
　
要

2019年 ５３１，０６２ １７８

実 2020年 ５４９，０２６ １８６

2021年 ５４２，２８３ １８７

績 2022年 ６１４，５０２ ２０９

2023年 ４９６，１７３ ２１２

５４６，６０９ １９４

４０５，５００ ２２１

概
　
要

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　入荷量は前年並か。定番品種の売れ行きが厳しく、入荷・相場は共に厳しい見込み。
特に大鉢は厳しく、中鉢以下の出荷が中心になる。前年同様、ユッカ・マッサンが厳し
い。また、南方での生産は減少しているため、輸入原木の入荷がメインになる見込み。
　前年10月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（58.1％）、２位鹿
児島（13.8％）、３位沖縄（7.7％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量は前年より大幅に減少か。作付は減少傾向にある。10月上旬はガーデンシクラ
メン３号の出荷がピークとなり、中旬から下旬にかけてシクラメン４号、５号の入荷が
徐々に増え始める。残暑や台風等の天候にも左右されるが、相場は前年よりも安定する
見込み。
　前年10月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位長野（36.4％）、２位愛
知（30.8％）、３位北海道（7.3％）となっている。

シ
 
ャ
 
コ
 
バ
 
サ
 
ボ
 
テ
 
ン

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量は前年よりわずかに減少か。サイズでは４～５号が中心の出荷になる見込みだ
が、小鉢は暑さの影響と思われる花飛びが出ており、11月以降に品薄になる可能性があ
る。出荷時の蕾の固さは、固過ぎも進み過ぎも敬遠されるので注意が必要である。
　前年10月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（70.0％）、２位埼
玉（26.1％）、３位栃木（3.7％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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2019年 ３，９７６ １，６６２

実 2020年 ２，２２５ １，２６５

2021年 ４，９６８ １，４３９

績 2022年 ３，２７５ １，８０３

2023年 ２，６７１ １，６３１

３，４２３ １，５６８

２，５００ １，６４０

概
　
要

2019年 ３４，４１３ １９１

実 2020年 ２６，３２０ ２２９

2021年 ２７，９５０ ２２３

績 2022年 ２６，２１９ ２４２

2023年 ２１，０４２ ２６２

２７，１８９ ２２６

２０，０００ ２６３

概
　
要

2019年 ５２８，５２９ ４８

実 2020年 ５１４，６４０ ５５

2021年 ５８７，２７８ ５０

績 2022年 ５２０，５７０ ６３

2023年 ４１０，０３９ ６９

５１２，２１１ ５６

４００，０００ ５５

概
　
要

2024年見通し

　入荷量は前年よりかなり減少か。廃業や減産、転作に伴い生産量は減る見込み。生産
者が減少するに伴い、苗代が上がっており、さらなる生産意欲の減退につながってい
る。夏の高温のため、年内出荷できるシンビジウムの生産量が減っており、10月は殆ど
無い見込み。
　前年10月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（89.0％）、２位静
岡（6.4％）、３位長野（2.3％）となっている。

卸売価格

2024年見通し

　入荷量は前年よりやや減少か。ここ数年続く高温・猛暑の影響で腐りによるロスが多
い。特に山上げ物の３.５号ポットの痛みが顕著で、出荷は４～６号が主となる見込み。
いずれの規格においても八重咲の引き合いが強く、入荷量の減に伴い価格は安定する見
込み。
　前年10月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（54.9％）、２位岐
阜（32.5％）、３位愛知（9.7％）となっている。

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

５ヵ年平均

パ
　
ン
　
ジ
　
ー

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量は前年よりわずかに減少か。暑さや湿度からの傷み対策から、播種を遅らせる
傾向にあり、中旬までの花付き出荷は少ない見込み。
  前年10月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（24.8％）、２位奈
良 （16.3％）、３位埼玉（11.3％）となっている。

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヵ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №616

２０２４年１０月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


